
エンバ美術展代表植野藤次郎氏右二人目

松永清一郎芦屋市長

審査講評木村重信氏

挨拶をする本間正義氏

6８

現
代
美
術
の
秀
作
を
集
め
て
ジ
ャ
パ

ン
エ
ン
バ
美
術
賞
展
が
い
ま
、
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
現
代
美
術
に
と
っ
て
ゆ
か
り

の
地
と
い
え
る
芦
屋
で
岨
月
過
日
（
水
）

ｌ
旭
月
超
日
（
月
）
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー

・
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
（
小
）
で
開
催
さ
れ
引

続
き
東
京
青
山
の
小
原
流
会
館
で
担
月

加
日
（
水
）
ｌ
担
月
”
日
（
水
）
展
覧
さ
れ

話
題
を
あ
つ
め
た
。
開
催
に
先
だ
っ
て
、

担
月
過
日
午
後
３
時
か
ら
ジ
ャ
パ
ン
エ

ン
バ
美
術
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
、
入
選
者

表
彰
式
が
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
表
彰
式
で
は
審
査
員

講
評
を
木
村
重
信
氏
（
美
術
評
論
家
）
が

行
な
い
、
挨
拶
を
松
永
精
一
郎
氏
（
芦

屋
市
長
）
と
加
藤
信
之
介
氏
（
芦
屋
市

会
議
長
）
の
両
氏
が
芦
屋
を
代
表
し
て

行
な
い
「
吉
原
治
良
氏
が
拓
い
た
芦
屋

市
展
が
現
代
美
術
、
具
体
美
術
の
活
動

の
拠
点
に
な
り
、
今
こ
こ
に
現
代
美
術

最
高
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る
エ
ン
バ
美

術
賞
展
の
ス
タ
ー
ト
を
芦
屋
で
飾
っ
て

い
た
だ
け
た
こ
と
は
本
当
に
喜
ば
し

い
」
と
祝
い
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
本
間

正
義
氏
（
国
立
国
際
美
術
館
長
）
の
祝

辞
の
あ
と
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
大
賞

●
エ
ン
バ
美
術
賞
芦
屋
展
（
於
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー
）

話題のひろば

鶴

加藤信之介芝屋市会議長

芦
屋
・
東
京
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

エ
ン
バ
美
術
賞
展
各
地
で
開
催
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挨拶をする審査員針生一郎氏
蝉憲憩識溌騨繍驚譲り" 盈竜灘蕊溌識蕊難藤熱鵜鍵…繍溌灘窺

（
エ
ン
バ
賞
）
を
獲
得
し
た
楠
田
信
吾

氏
（
京
都
市
）
に
賞
金
３
０
０
万
円
が

ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
バ
美
術
コ
ン
ク
ー
ル
代

表
植
野
藤
次
郎
氏
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。

楠
田
氏
も
賞
金
を
手
に
し
て
流
石
に
嬉

し
そ
う
。
作
品
を
創
っ
た
仲
間
と
肩
を

た
た
き
合
っ
て
い
た
。
佳
作
賞
は
木
村

光
佑
（
茨
木
市
）
相
川
繁
隆
（
高
岡
市
）

田
中
一
好
（
神
戸
市
）
浜
西
勝
則
（
川

崎
市
）
の
四
氏
に
賞
金
そ
れ
ぞ
れ
卵
万

円
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
小
林
正
和

（
京
都
府
）
の
作
品
が
京
都
国
立
近
代

美
術
館
賞
（
買
上
）
。
中
村
滝
雄
（
川
口

市
）
は
国
立
国
際
美
術
館
賞
（
買
上
）
。

ほ
か
に
一
目
達
夫
（
長
岡
京
市
）
月
刊

神
戸
っ
子
賞
（
買
上
）
、
花
田
勝
太
郎

（
土
岐
市
）
が
Ｕ
氏
賞
（
買
上
）
。
各
買

上
賞
受
賞
者
に
は
目
録
が
贈
ら
れ
た
。

最
後
に
入
選
者
を
代
表
し
て
嶋
本
昭
三

（
西
宮
市
）
が
賞
状
を
受
け
た
。
乾
杯

の
音
頭
を
ハ
ナ
ャ
勘
兵
衛
氏
が
と
り
、

和
や
か
な
懇
談
の
集
い
が
続
い
た
。

東
京
会
場
（
小
原
流
会
館
）
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
坦
月
加
日
同
館
加
階
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
開
会
は
来
賓
代
表

と
し
て
園
田
直
外
務
大
臣
夫
人
が
挨
拶

「
美
術
展
を
拝
見
し
て
非
常
に
深
い
感

動
を
覚
え
た
私
も
何
か
創
作
を
し
て
出

品
し
た
い
」
と
熱
烈
な
賛
同
の
言
葉
を

贈
り
、
日
本
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会
会

長
、
森
喬
一
氏
が
文
化
の
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
催
し
と
激
励
。
審
査
員
を
代
表

し
て
針
生
一
郎
氏
（
美
術
評
論
家
）
が
挨

拶
。
東
京
会
場
の
開
会
が
祝
わ
れ
た
。

エンバ美術展芦屋展会場

6９

蕊蕊蕊蕊蕊蕊

喜びの入賞者、インタビューを受ける楠田氏

●
エ
ン
バ
美
術
賞
東
京
展
（
於
小
原
流
会
館
）

東京会場で大賞受賞の楠田氏

騨蕊燕撫蕊舗量I 蕊識綴議；

エンバ美術展東京展会場

園田外務大臣夫人天光光さん

蕊
日本ネオトロピカル森喬一氏
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見
事
な
造
形
の
見
ら
れ
る
ｌ
白
い
異
人
館

旧
シ
ャ
ー
プ
邸
で
故
小
林
秀
雄
氏
が
使
用
し
て
い
た
。

明
治
三
十
五
年
に
メ
イ
・
ア
デ
レ
イ
ド
・
シ
ャ
ー
プ
氏
の
依
頼

で
イ
ギ
リ
ス
人
の
建
築
家
Ａ
・
Ｎ
・
ハ
ン
セ
ル
が
設
計
を
し
た
。

,:、M 風見悪の館」の居間の奥にはトーマス氏の娘、エルゼ・カルボー夫人から贈られた胸像やテーブルなどが展示されている。

●
北
野
町
公
開
異
人
館
ル
ポ

１
７０
１

今
、
神
戸
で
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
異
人
館
は
六
棟
あ
る
。

東
か
ら
「
旧
ハ
ン
タ
ー
邸
」
（
王
子
動
物
園
東
側
）
「
旧
ド
レ
ウ
ェ

ル
邸
」
（
北
野
町
）
「
旧
ト
ー
マ
ス
邸
」
（
北
野
町
）
「
旧
シ
ャ
ー
プ

邸
」
（
北
野
町
）
「
旧
ハ
ッ
サ
ム
住
宅
」
（
相
楽
園
内
）
そ
れ
と
最

近
北
野
町
か
ら
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
北
公
園
へ
移
築
さ
れ
た
「
日

本
郵
船
生
田
寮
」
が
そ
れ
だ
。

こ
こ
で
は
、
内
部
も
自
由
に
観
覧
で
き
る
四
つ
の
異
人
館
を
紹

介
し
よ
う
。
い
ず
れ
も
入
場
無
料
。

新
異
人
館
事
情

神
戸
の
異
人
館
の
シ
ン
ボ
ル
ー
風
見
鶏
の
館

旧
ト
ー
マ
ス
邸
、
元
中
華
同
文
学
校
寮
、
と
い
う
よ
り
も
〃
風

見
鶏
の
館
″
と
し
て
つ
と
に
有
名
な
こ
の
異
人
館
は
北
野
天
満
宮

の
す
ぐ
西
側
に
あ
る
。

明
治
四
十
二
年
に
ド
イ
ツ
人
の
貿
易
商
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・

ト
ー
マ
ス
氏
の
邸
宅
と
し
て
ド
イ
ツ
人
の
建
築
家
ゲ
オ
ル
グ
・
デ

ラ
ラ
ン
デ
の
設
計
で
建
て
ら
れ
た
。
赤
レ
ン
ガ
と
石
造
り
の
地
上

一
一
階
、
地
下
一
階
で
、
塔
屋
つ
き
寄
棟
造
り
。
塔
の
頂
に
取
り
つ

け
ら
れ
て
い
る
風
見
鶏
は
、
悪
魔
を
払
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
階
は
玄
関
ホ
ー
ル
、
食
堂
、
居
間
、
応
接
室
、
書
斎
、
ベ
ラ

ン
ダ
で
、
居
間
に
は
ト
ー
マ
ス
氏
の
娘
エ
ル
ゼ
・
カ
ル
ポ
ー
夫
人

（
西
独
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
在
住
）
か
ら
贈
ら
れ
た
昔
こ
の
家
で
使

わ
れ
て
い
た
家
具
が
お
か
れ
、
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
二

階
に
は
調
度
品
は
な
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
使
え
る
。
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ス
リ
ッ
。
ハ
と
の
は
き
か
え
が
必
要
。
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みなと異人館上・庭の広い「ラインの館」
下・港から山の見える「みなと異人館」

云
圭

庭
の
広
い
ｌ
ラ
イ
ン
の
館

旧
ド
レ
ウ
ェ
ル
邸
で
、
明
治
三
十
二
年
ド
レ
ウ
ェ
ル
氏
の
依
頼

で
ハ
ン
セ
ル
が
設
計
し
た
。
木
造
二
階
建
て
寄
棟
造
り
で
、
二
階

中
央
の
突
き
出
し
た
部
分
の
三
角
形
の
妻
部
に
「
Ｍ
」
の
字
の
花

模
様
の
細
工
が
施
こ
さ
れ
て
い
る
。

ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
使
え
そ
う
な
石
造
り
の
舞

台
の
あ
る
広
い
庭
と
テ
ラ
ス
が
あ
り
、
一
階
は
ユ
ー
ハ
イ
ム
経
営

の
喫
茶
室
と
売
店
（
ド
イ
ッ
グ
ラ
ス
な
ど
が
あ
る
）
、
神
戸
市
民
生

協
組
の
案
内
コ
ー
ナ
ー
、
二
階
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
に
使
え
る
。

こ
こ
は
ク
ッ
の
ま
ま
入
れ
る
。

みなと異人館

１
７１

宮
上・「白い異人館」から北野町北昼闘へ
下。いまや神戸のシンボル「風見熟Ｉ

中
廊
下
を
も
つ
木
造
二
階
建
て
の
典
型
的
な
箱
型
プ
ラ
ン
の
家

で
、
南
側
に
は
室
内
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
が
あ

る
。
玄
関
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
階
段
な
ど
に
か
な
り
豊

富
な
飾
り
が
施
こ
さ
れ
て
い
て
、
外
観
も
赤
レ
ン
ガ
化
粧
積
の
煙

突
や
軒
飾
り
な
ど
の
扱
い
に
特
色
が
み
ら
れ
る
。
青
い
西
洋
瓦
と

白
壁
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
い
い
。

一
、
二
階
と
も
応
接
セ
ッ
ト
な
ど
家
具
調
度
品
は
そ
の
ま
ま
展

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
た
と
え
ば
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
無
雑

作
に
お
か
れ
た
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
チ
ェ
ス
な
ど
、
生
活
の
感
じ

ら
れ
る
演
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
に
は
絵
ハ
ガ
キ
コ

ー
ナ
ー
あ
り
。
入
口
で
ス
リ
ッ
パ
と
は
き
か
え
る
こ
と
。

風
見
鶏
の
館
と
白
い
異
人
館
の
真
中
に
あ
る
の
が
北
野
町
中
公

園
。
北
側
に
使
わ
れ
て
い
る
門
柱
は
、
旧
外
国
人
居
留
地
京
町
八

十
三
番
の
英
国
商
館
ジ
ャ
ー
デ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
の
門
柱
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
明
治
三
十
七
、
八
年
頃
の
構
造
。
貴

重
な
明
治
の
文
化
遺
産
で
あ
る
。

海
か
ら
市
街
地
の
臨
め
る
ｌ
み
な
と
異
人
館

か
つ
て
北
野
町
四
丁
目
に
あ
り
日
本
郵
船
生
田
寮
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
も
の
を
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
北
公
園
に
移
築
し
た
。

木
造
二
階
建
て
寄
棟
造
り
で
日
本
黒
瓦
葺
き
オ
イ
ル
ペ
ン
キ
塗

り
。
一
階
に
は
神
戸
タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
経
営
の
喫
茶
室
が
あ

る
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
〃
文
化
施
設
″
の
一
つ
で
あ
る
。
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iii
■

凧三基

7２

香りも素敵な舌平目のパイ包み焼

☆
何
が
美
味
し
い
の
？
と
た
ず
ね
て
み
よ
う
。

オーナーであり、シェフである山崎良平さんと

1Ｌ

「
ビ
ス
ト
ロ
・
ド
ゥ
・
リ
ヨ
ン
」
、
本
場
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
と

雰
囲
気
を
味
わ
わ
せ
る
店
と
し
て
、
最
近
と
み
に
評
判
が
高
い
。

マ
ス
タ
ー
の
山
崎
さ
ん
、
四
年
間
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
で
の
修

業
の
の
ち
、
五
年
前
の
パ
リ
祭
の
日
、
七
月
十
四
日
に
こ
の
店
を

開
い
た
。
厳
し
か
っ
た
師
匠
の
、
ジ
ャ
ン
・
マ
ー
ク
・
ア
リ
ッ
ク

ス
氏
の
教
え
を
か
た
く
な
に
守
り
、
食
器
、
ス
プ
ー
ン
、
ナ
イ
フ

か
ら
、
表
の
ペ
ン
キ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
製
で
あ
る
。
お
ま
け
に
、
今

度
は
、
店
の
名
前
入
り
の
ワ
イ
ン
ま
で
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
か

ら
特
別
あ
つ
ら
え
。
日
本
中
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
数
あ
れ
ど
、
こ

こ
ま
で
き
っ
ち
り
、
と
い
う
か
、
こ
っ
て
る
店
は
ま
あ
少
な
い
だ

ろ
う
。
ち
な
み
に
、
ワ
イ
ン
の
数
は
五
十
種
以
上
揃
っ
て
い
る
。

さ
て
、
私
が
食
べ
た
メ
ニ
ュ
ー
。
ま
ず
、
生
う
に
と
ほ
た
て
貝

の
テ
リ
ー
ヌ
。
う
に
は
私
の
大
好
物
。
か
す
か
に
潮
の
か
お
り
。

ム
ー
ル
貝
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
こ
っ
て
り
し
た
食
べ
ご
こ
ち
、
と
い

う
か
、
飲
み
心
地
。
次
に
出
て
来
た
、
こ
れ
が
最
高
、
一
度
は
食

べ
て
ご
ら
ん
あ
れ
、
舌
び
ら
め
の
パ
イ
包
み
焼
き
、
っ
て
い
う
ん

だ
け
ど
露
パ
イ
で
出
来
た
実
に
見
事
な
一
匹
の
魚
、
フ
ォ
ー
ク
で
お

な
か
の
あ
た
り
を
つ
つ
い
て
や
る
と
、
中
か
ら
ひ
ら
め
の
お
い
し

い
身
が
出
て
く
る
。
パ
リ
ッ
と
焼
き
上
っ
た
パ
イ
の
皮
と
白
身
の

魚
が
良
く
合
っ
て
く
る
・
鴨
の
あ
み
が
さ
だ
け
。
鴨
を
二
、
三
日
赤

ぶ
ど
う
酒
で
つ
け
込
み
、
フ
ォ
ア
グ
ラ
を
と
い
て
濃
度
を
つ
け
煮

こ
ん
だ
も
の
、
こ
れ
も
お
い
し
か
っ
た
。
最
後
の
お
菓
子
、
タ
ン
バ

ル
・
エ
リ
ー
ゼ
。
食
べ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
位
の
可
愛
ら
し
さ
。

こ
こ
は
、
週
変
り
、
月
変
り
の
メ
ニ
ュ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
つ

ま
り
は
マ
ン
ネ
リ
を
避
け
る
と
い
う
よ
り
、
料
理
人
の
味
の
向
上
、

常
に
お
い
し
い
も
の
を
作
ろ
う
と
す
る
緊
張
感
の
た
め
だ
と
か
。

知
っ
た
か
ぶ
り
は
通
用
し
な
い
。
今
月
の
お
い
し
い
も
の
は
何
か

と
聞
い
て
み
よ
う
・
ワ
イ
ン
は
ど
れ
が
良
い
の
か
尋
ね
て
み
よ
う
。

そ
ん
な
店
で
あ
る
。

－
☆
懐
石
料
理
は
心
を
豊
か
に
す
る

』
１
９
１
１
０
Ｏ
ｏ
０
Ｕ
０
ひ
●
り
０
０
９
■
０
０
６
甲
６
０
８
０
■
０
９
９
１
１
０
１
４
０
９
４
廿
１
６
９
，
０
ｅ
Ｂ
８
ｑ
ｃ
９
■
０
名
Ｏ
Ｃ
Ｂ
。
日
日
心
■
０
■

栄
弥
が
、
懐
石
料
理
を
始
め
た
、
と
聞
い
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
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ビ
ス
ト
ロ
・
ド
ゥ
・
リ
ヨ
ン

生
田
区
山
本
通
２
丁
目
鋤
１
１
衝
２
２
１
１
２
７
２
７

栄
弥

本
店
／
生
田
区
三
宮
町
２
丁
目
配
電
３
３
１
１
５
７
７
２

支
店
／
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン
味
の
の
れ
ん
街
雷
３
９
１
１
５
２
３
３

〃●小山乃里子の
農華麗なる

’
7３

蕊
蕊

ろ
う
。
去
年
の
６
月
か
ら
、
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
多
分
秋
ぐ
ち

だ
っ
た
の
か
。
天
ぷ
ら
、
お
寿
司
、
そ
し
て
鍋
物
で
は
、
つ
と
に

そ
の
名
を
知
ら
れ
、
も
う
三
十
年
以
上
の
老
舗
で
あ
る
。

新
し
い
試
み
を
始
め
た
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
わ
け
が
あ
る
に
ち

が
い
な
い
。
味
も
と
つ
く
り
あ
じ
わ
っ
て
み
な
く
っ
ち
ゃ
あ
。
の

っ
け
か
ら
お
金
の
こ
と
も
な
ん
だ
け
ど
、
懐
石
料
理
、
五
千
円
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
書
く
内
容
を
見
て
も
ら
っ
た
上
で
判
断
い
た
だ

け
ば
良
い
け
れ
ど
、
京
都
な
ん
か
じ
ゃ
、
目
を
む
く
よ
う
な
値
段

を
考
え
る
と
、
私
は
ず
い
分
安
い
、
と
思
っ
た
。
た
だ
し
、
時
間

制
限
が
あ
る
、
昼
下
り
の
二
時
か
ら
五
時
ま
で
、
ま
あ
、
少
し
遅

い
昼
食
と
い
う
翻
へ
き
か
、
少
し
早
め
の
夕
食
と
い
う
べ
き
か
、
と

に
か
く
手
間
の
か
か
る
も
の
ば
か
り
な
の
で
、
こ
う
い
う
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
。
懐
石
と
い
え
ば
、
ま
ず
器
で
あ
る
。
京
も
の
を

ベ
ー
ス
に
、
有
田
焼
や
ら
な
に
や
ら
、
ま
あ
実
に
す
て
き
な
器
が

揃
っ
て
い
る
。
「
こ
ん
な
ん
も
買
っ
て
み
た
ん
で
す
」
、
御
主
人
が

次
か
ら
次
に
出
し
て
来
ら
れ
る
器
、
み
ん
な
持
っ
て
帰
り
た
く
な

っ
た
。
さ
て
、
か
ん
じ
ん
の
お
料
理
。
半
月
の
お
ぽ
ん
の
上
に
は
、

●
■
●

な
ま
こ
に
お
ろ
し
、
上
に
か
わ
い
く
い
く
ら
が
の
っ
て
る
。
鯛
の

お
造
り
の
横
の
し
そ
の
花
、
う
す
紫
の
り
ん
ど
う
の
よ
う
。
こ
ち

ら
の
器
、
ふ
た
を
取
れ
ば
、
か
ぶ
ら
の
と
り
み
そ
か
け
、
京
い

も
、
ふ
き
、
し
い
た
け
、
人
参
が
よ
り
そ
っ
て
る
。
篭
の
中
に
は

え
び
の
天
ぷ
ら
、
半
分
に
切
ら
れ
た
玉
子
の
黄
色
の
横
に
、
色
ど

り
も
き
れ
い
な
赤
い
実
、
塩
ぬ
き
し
た
梅
を
、
は
ち
み
つ
で
こ
と

こ
と
煮
こ
ん
だ
も
の
と
か
、
こ
と
の
他
お
い
し
か
っ
た
。
こ
ち
ら

に
は
茶
そ
ば
、
山
い
も
を
か
け
て
、
も
っ
と
も
こ
れ
は
季
節
に
よ

っ
て
変
る
、
す
い
も
の
、
御
飯
、
ま
あ
な
ん
と
、
む
か
ど
の
御
飯

だ
。
こ
れ
も
季
節
に
よ
り
、
た
け
の
こ
に
な
っ
た
り
わ
ら
び
に
な

っ
た
り
。
む
か
ご
を
取
っ
た
幼
い
頃
の
思
い
出
に
花
が
咲
け
ば
、

そ
れ
だ
け
で
料
理
は
生
き
る
。
懐
石
料
理
は
心
を
豊
か
に
す
る
。

いるとりどりの季節ものを説明するご主人の山崎維之さん

蕊蕊鍵
器も凝った栄弥の懐石料理
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おなら くしゃみ
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★
ち
び
っ
子
た
ち
、
乗
馬
パ
ン
ツ
に
挑
戦
／

オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
（
本
社
・
生
澗
区
伊
藤
町
）
の

子
供
服
部
門
、
え
る
み
が
発
表
し
た
こ
の
瀞
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
特
徴
は
写
真
の
よ
う
な
ウ
ェ
ス
ト
部
分

●
■
色
伊
凸
凸
■

に
ゆ
と
り
が
あ
っ
て
裾
を
絞
っ
た
に
ん
じ
ん
パ
ン
ツ

鎖鶏鰐2 琵夕１人
０館かまい街填１
通 ･ せてを頚ド
リんみ歩とで

擢謹溌篭鍵

え
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
パ
ー
テ
ィ
を
開
き
、
小
山
乃
里
子

の
司
会
、
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
ハ
ウ
ス
パ
ン
ド
の
出
波
、

新
井
満
も
ゲ
ス
ト
に
加
わ
っ
て
約
一
五
○
人
が
名
ご

り
を
惜
し
ん
だ
。
ま
た
聖
日
は
、
旧
ス
タ
デ
ー
ー
ッ
ク

邸
で
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
Ⅲ
い
て
い
る
「
Ｍ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
」

の
今
村
和
子
さ
ん
が
Ｚ
時
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
を
開
き
、
毛
皮
の
コ
ー
ト
や
、
パ
ー
テ
ィ
ド
レ
ス

な
ど
の
華
や
か
な
装
い
が
、
神
戸
を
望
む
美
し
い
風

景
に
は
え
て
「
う
ろ
こ
の
家
」
の
さ
よ
な
ら
に
ふ
さ

わ
し
か
つ
た
。

☆
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

芦
屋
の
エ
レ
ガ
ン
ト
ハ
ウ
ス
フ
ジ
イ
芦
屋
店
オ
ー

プ
ン
の
満
一
周
年
記
念
式
典
が
蝿
月
６
日
午
後
１
時

よ
り
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
テ
ー
ー
ス
ク
ラ
ブ
内
の
レ
ス

１質いか夕しのＶ

漁ゑりf蝿メミ
光間気しえｌれ
課いをててジら
3 3 1 台･ 呼いるをI ま
｜せんまポ追神
８はでＩｆス求戸

★
う
ろ
こ
の
家
さ
よ
な
ら
フ
ェ
ア
に

Ｍ
Ａ
・
Ｖ
Ｉ
Ｅ
の
シ
ョ
ー
、
に
し
む
ら
の
パ
ー
テ
ィ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
風
見
蕊
」
ブ
ー
ム
に
さ
き
が
け
て
、

神
戸
市
が
一
昨
年
の
加
月
よ
り
、
北
野
町
の
異
人
館

「
う
ろ
こ
の
家
」
を
観
光
客
向
け
に
一
般
公
側
。
聯
か

だ
っ
た
住
宅
街
は
時
な
ら
ぬ
ケ
タ
タ
マ
シ
サ
に
雌
い

た
が
「
う
ろ
こ
の
家
」
は
大
好
評
で
即
万
人
の
見
物

客
が
こ
の
一
年
に
立
寄
言
た
。
『
白
い
異
人
館
」
「
ラ

イ
ン
の
館
」
な
ど
の
公
開
異
人
館
も
輔
え
、
大
役
を

果
し
た
「
う
ろ
こ
の
家
」
は
理
月
鯉
日
を
も
っ
て
閉

館
昭
日
よ
り
〃
さ
よ
な
ら
フ
ェ
ア
〃
が
開
か
れ
た
。

越
月
加
日
は
喫
茶
室
で
好
評
を
得
た
「
に
し
む
ら

珊
俳
店
」
が
、
神
戸
育
ち
の
ヅ
カ
ス
タ
ー
鳳
閲
を
迎

7６

■凶

ｂ刊

後段、右端が藤井妙子さん
亜学法１れ待さ頃聯卜
美囲人のオたしまの里ラ

鼠灘鯉．蝿蔦胃羊 シルクサテンのドレス

アルド・ツーラー社の逸品

蕊

緑
系
統
が
腰
不
さ
れ
、
深
い
姉
き
が
ま
さ
に
「
現
代

の
塙
品
」
に
ふ
さ
わ
し
い
。
お
値
段
も
超
高
級
だ
が

展
示
中
に
３
３
０
万
円
も
す
る
三
而
鏡
３
点
セ
ッ
ト

や
ダ
ン
ス
な
ど
１
，
０
０
０
万
円
相
当
が
売
れ
る
な

ど
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
仲
々
の
評
判
だ
。

☆
総
額
２
，
０
０
０
万
円
の
超
高
級
家
具
を
一
堂
に

イ
タ
リ
ア
の
ア
ル
ド
・
ツ
ー
ラ
ー
社
の
家
具
が
、

そ
ご
う
神
戸
店
１
階
ジ
ャ
ン
ポ
ホ
ー
ル
に
１
月
晦
日

（
月
）
か
ら
狐
日
（
水
）
ま
で
展
示
さ
れ
た
。
ア
ル
ド
・

ツ
ー
ラ
ー
社
は
１
９
３
３
年
ミ
ラ
ノ
に
創
立
さ
れ
た

特
異
な
家
具
メ
ー
カ
ー
で
、
山
羊
皮
眠
り
の
家
具
は

う
ち
ぞ
り
と
そ
と
ぞ
り
を
防
ぐ
た
め
に
、
特
殊
な
合

や
、
同
じ
よ
う
な
シ
ル
エ
ッ
ト
で
裾
を
釦
で
と
め
る

●
●
●
●
ａ

乗
馬
パ
ン
ツ
な
ど
、
な
か
な
か
ユ
ニ
ー
ク
。
こ
れ
ら

の
パ
ン
ツ
は
ピ
ン
ク
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
な

ど
の
色
で
素
材
は
パ
イ
ル
、
厚
手
綿
楊
柳
タ
イ
プ
と

伸
紬
自
在
で
動
き
易
く
で
き
て
い
る
。
共
地
の
ト
レ

ー
ナ
ー
や
ベ
ス
ト
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
と
組
み
合
わ
せ

ポ
シ
ニ
ッ
ト
で
も
添
え
れ
ば
お
酒
落
っ
ぽ
い
雰
囲
気

で
、
男
女
児
の
区
別
な
く
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
エ
ア
と
し

て
重
宝
す
る
。
２
才
１
７
才
用
ま
で
、
価
格
は
写
真

の
上
下
で
７
，
５
０
０
円
。
神
戸
で
は
鈴
屋
、
そ
ご

う
百
貨
店
な
ど
で
発
売
中
。

枝
の
理
班
長
で
あ
り
、
世
界
美
容
連
盟
の
副
会
長
を

務
め
る
藤
井
士
郎
氏
と
同
妙
子
夫
人
（
フ
ラ
ン
ス
美

容
芸
術
技
術
協
会
日
本
支
部
会
長
）
の
挨
拶
の
あ
と

お
客
さ
ん
が
２
名
モ
デ
ル
に
な
っ
て
芦
屋
店
々
長
と

チ
ー
フ
が
パ
ー
テ
ィ
向
け
の
セ
ッ
ト
を
披
露
。
ピ
ア

ノ
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
上
佐
越
さ
ん
が
端
つ
け
と
帯
の

結
び
方
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
説
明
で
紹
介
し
、
第
３
部

で
は
藤
井
妙
子
さ
ん
が
ヘ
ア
ー
を
、
雨
宮
ユ
キ
さ
ん

デ
ザ
イ
ン
の
ド
レ
ス
、
藤
田
ジ
ー
ー
リ
オ
さ
ん
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
岡
本
抑
美
さ
ん
の
メ
イ
ク
で
華
や
か
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
見
せ
た
。
「
お
客
さ
ん
方

が
楽
し
く
お
酒
落
を
し
て
外
へ
出
掛
け
る
機
会
を
つ

く
り
、
小
さ
な
サ
ロ
ン
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
藤

井
氏
は
語
っ
て
い
た
。

エ
レ
ガ
ン
ス
ハ
ウ
ス
フ
ジ
イ
／
芦
屋
鯛
７
３
１
５

大
阪
叩
０
３
７
４

☆
こ
の
春
、
ウ
エ
ス
タ
ン
調
で
デ
ィ
ス
コ
へ

今
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ア
メ
リ
カ
的
な
も
の
が
流

行
し
、
そ
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
ウ
エ
ス
タ
ン
調

が
見
直
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
ウ
エ
ス
タ

ン
の
風
を
女
っ
ぽ
く
ア
レ
ン
ジ
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｅ

ｄ
ｅ
Ｓ
Ｇ
Ａ
Ｒ
９
Ｏ
Ｎ
Ｓ
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
ス
カ

ー
ト
、
ベ
ス
ト
、
シ
ャ
ツ
な
ど
が
こ
の
春
と
て
も
新

鮮
で
す
。
綿
の
胸
と
ポ
ケ
ッ
ト
に
刺
し
ゅ
う
を
ほ
ど

こ
し
た
ウ
エ
ス
タ
ン
調
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
は
、
ス
カ
ー

フ
や
デ
ニ
ム
の
ベ
ス
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
、
少
し
ル

ー
ズ
に
櫛
こ
な
す
と
不
思
議
に
女
っ
ぽ
く
、
イ
イ
感

じ
。
亜
た
い
冬
服
の
後
は
軽
や
か
な
ウ
エ
ス
タ
ン
ム

☆
風
を
感
じ
る
ま
ち
Ⅱ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

酒
蔵
八
な
が
れ
る
時
は
過
去
を
形
に
す
る
Ｖ
六
印

山
八
さ
す
ら
う
風
は
言
葉
を
詩
に
す
る
Ｖ
須
磨
八
あ

ふ
れ
る
光
は
心
を
透
明
に
す
る
Ｖ
。
こ
れ
ら
は
神
戸

■
コ
ム
・
デ
・
ギ
鞭
ル
ソ
ン
／
北
野
町

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ソ
２
Ｆ
雷
２
２
２
１
１

、
特
殊
な
合

板
が
使
用
さ

れ
、
そ
の
上

に
紙
の
よ
う

に
薄
い
山
羊

の
皮
を
色
染

め
し
て
張
り

つ
け
、
更
に

ポ
リ
エ
ス
テ

ル
加
工
を
ほ

ど
こ
す
と
い

「
大
手
の
込

ん
だ
も
の
。

今
回
は
赤
と

乗馬パンツ

霧

嶺
岸
ｅ
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一枚のカンバスにみたてて､ はらはら､ どきどきするようなヘルシーカラーを

お楽しみください。●２階レディースフロアノ

’

： ﾛ 丙一

ｒ，

’

画

両

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

ノ
世j狸』鯵五.崖ロ８
１【

凶

に-』

帥■
出

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



､、，
ＴＨｌＳｌＳＫＯＢＥ

セレクトされた世界の服地

とパリより直輸入のフレン

チバッグの代表､ ミＢＯＲＧ

１Ａ" の手作りの逸品。

神戸らしさをﾉ ﾊ ご切にしたい

貴女にふさわしい品々を揃
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「やっぱり神戸ビーフですね。神戸館のまるやかな肉の味、それにサラダやワインも美味ですね。
専繊擬期露蕊崎総雛蕊鰯塔噸筋嫉蛎難羅
に入って張り切る松本幸三さんと、応援するのは次代を担う実力派洋画家、兄の宏さん。
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、神戸市生田区下山手通2丁目29言５アマツビル1Ｆ(生田新道）壷321-2955ＰＭ５:00～ＰＭ１１:００日祝休み
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